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 5 月 18 日～19 日、一泊二日の自然観察会に参加。山岳会に入会して初参加の山行で

す。心配していた天候も晴天となり、5 団体 42 名が池ケ原湿原に集合。出席確認、開

会式で小野木三郎先生の紹介後、10 時から観察会が始まりました。池ケ原湿原は標高

約千メートルの高層湿原で、「東海の尾瀬」と呼ばれている。広大な湿原が広がり、木

道が整備され、水芭蕉やリュウキンカが咲き誇り、新緑とのコントラストが美しく、川

にはイワナの姿も。ダジャレを交えた小野木先生の熱弁にも心をとらわれ、中身の濃い

観察会に大満足でした。昼食後、各グループの車でニコイの滝に立ち寄り、宿泊先の乗

鞍青少年交流の家に移動。入室説明後、部屋割り。17 時、同宿の 5 団体合同の「夕べ

の集い」での国歌斉唱には感動しました。バイキングの夕食、入浴を終え、19 時から

研修室において、小野木先生の講演会「山を楽しみに学ぶ」プロジェクターを見ながら

言葉遊びとダジャレの 90 分間。歯切れの良い声に参加者も引き込まれていました。「ふ

るさと歩こうアルコール会」の歌と、「あるろ」の言葉が心に響いています。自然を見

る視点の大切さが身につけられたと思います。 

 19 日は同宿 5 団体での「朝の集い」。9 時からグループに分かれ、林道道路わきでの

山菜の収穫活動。11 時にキャンプ場に集合し、タラの芽、コシアブラ、ゼンマイ、イ

タドリなど、10 種類以上の山菜を観察した後、仕分け。新鮮な材料を、おひたし、天

ぷらにして美味しく頂きました。争奪戦になり、揚げても揚げさも収拾のつかない勢い

にビックリしました。天ぷら粉もなくなり終了。参加者全員へのお土産の山菜が配布さ

れ観察会終了。 

 充実した 2 日間に大満足。会の皆様との交流ができ、参加できたことに感謝します。

何よりも天候に恵まれ、最高の思い出になりました。 

 


